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仕様書 

自動車・蓄電池部 

１．件名 

 戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）第３期／バーチャルエコノミー拡大に向けた基

盤技術・ルールの整備／サブ課題Ｃに関するグローバルベンチマーク調査 

 

２．背景・目的 

 ＮＥＤＯでは、「戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ） バーチャルエコノミー拡大に

向けた基盤技術・ルールの整備 社会実装に向けた戦略及び研究開発計画」※1（以下、「戦略及び計

画」という。）に則り、「戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）第３期／バーチャルエコ

ノミー拡大に向けた基盤技術・ルールの整備」（以下、「ＳＩＰバーチャル」という。）を実施してい

る。 

 ＳＩＰバーチャルは、Society5.0実現に向けたバックキャストにより社会的課題の解決や日本経

済・産業競争力にとって重大な課題を設定し、基礎研究から社会実装を見据えて一気通貫で推進す

る戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）第３期（以下、「ＳＩＰ第３期」という。）の１

４課題のうちの一つであり、ミッションとして「サイバー空間からフィジカル空間への価値還流を

通じて豊かな暮らしを実現するとともに、1.6 兆円規模の国内バーチャルエコノミー圏を創出し、

本領域において我が国が世界をリードすること」を目指している※2。同ミッション実現に向け、個々

の技術開発に留まらず、制度の整備や人材育成、事業展開や社会的受容性の向上など、社会実装を

実現することに重点を置いている。そのため、ＳＩＰバーチャルでは社会実装を効果的に進めるＳ

ＩＰバーチャルでの取組として、スケール別のユースケースを中心に取り扱うサブ課題Ａ（人スケ

ール）・サブ課題Ｂ（都市スケール）と、スケール横断で推進すべきサブ課題Ｃ（サービスインフラ

等による環境整備）・サブ課題Ｄ（人材育成等）を設定・推進している。 

 サブ課題Ａ：身体性インターバース技術 

 サブ課題Ｂ：インターバース活用スマートシティ 

 サブ課題Ｃ：インターバース・サービスインフラ 

 サブ課題Ｄ：インターバース人材育成 

さらに社会実装については、「戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）評価に関する運

用指針」※3に則り、ミッション志向型の研究開発を機能させ、継続的かつ迅速(アジャイル)な計画・

テーマ設定の見直しを進めると共に、技術に限らない事業・制度・社会的受容性・人材といった幅

広い観点から推進することが重要である。そのため、常にＳＩＰバーチャルに関する研究成果の社

会実装及び波及効果の見込みについて最新の国内外技術・ビジネス動向における位置づけ等を把握

することは不可欠であると言える。 

以上の観点を踏まえ、本調査ではスケール横断の取組に関する課題抽出のため、サブ課題Ｃにつ

いて、グローバルベンチマーク調査を実施すると共に、研究成果の社会実装及び波及効果の評価・

検証とインターバース・サービスインフラの社会実装に関する戦略や計画等のあり方の具体化を目

指す。 
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※参考資料 

※1戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ） バーチャルエコノミー拡大に向けた基盤技術・

ルールの整備 社会実装に向けた戦略及び研究開発計画（令和６年５月２３日内閣府 科学技術・

イノベーション推進事務局） 

https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/sip/sip_3/keikaku/12_virtualeconomy.pdf 

※2次期ＳＩＰ（ＳＩＰ第３期）各課題の概要（令和５年３月１６日 内閣府 科学技術・イノベーシ

ョン推進会議） 

https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/sip/230316/sanko3.pdf 

※3戦略的イノベーション創造プログラム（ＳＩＰ）評価に関する運用指針（令和４年１２月２３日 

ガバニングボード） 

https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/sip/sip_evaluation.pdf 

 

３．内容 

 以下のグローバルベンチマーク調査に関する（１）～（４）の項目を実施する。 

（１）インターバース・サービスインフラに関するグローバルベンチマーク調査の実施 

 ①～⑤を通じて調査を実施する。 

① グローバルベンチマーク調査の調査対象案の作成 

 米欧中含む３か国・地域から８機関以上のインターバース・サービスインフラの社会実

装に向けた取組をグローバルベンチマークの調査対象として抽出する。 

② グローバルベンチマーク調査における調査項目案の作成 

 社会実装に向けた戦略・計画具体化に向けて必要な世界の技術動向・ビジネス動向把握

に向けたグローバルベンチマーク調査の調査項目案を作成する。 

 なお、調査項目案には以下の内容を含めること。ただし事業目的を踏まえて追加するこ

とを妨げない。 

※調査項目案に含めるべき調査内容 

 技術動向把握に向けた調査項目例 

 技術の優劣に関する国際比較 

 当該技術の強み・弱み 

 国際技術動向の中での位置づけ 

 ビジネス動向把握に向けた調査項目例 

 ユースケース保有企業との連携状況 

 ユースケース保有企業とのアライアンス形成上の戦略 

 対象機関が事業化に際して注視・管理しているリスク 

③ 国内インターバース・サービスインフラ提供事業者へのヒアリング 

 ①及び②で作成した調査対象案・調査項目案の妥当性について国内のインターバース・

サービスインフラ提供事業者２～３社と意見交換を実施する。意見交換結果を参考に、Ｐ

ＤやＳＰＤ、ＰＭ、ＮＥＤＯ等との協議を経て、調査対象及び調査項目を策定する。 

④ 調査方針の整合 

 ①～③で作成した調査対象案や調査項目案、調査のスケジュール・方式(机上調査や文献

https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/sip/sip_3/keikaku/12_virtualeconomy.pdf
https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/sip/230316/sanko3.pdf
https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/sip/sip_evaluation.pdf
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調査、インタビュー調査等)の調査方針について、ＰＤ、ＳＰＤ、ＰＭ、ＮＥＤＯ等に説明

を行い整合すること。 

⑤ 調査の実施 

 ①～④により作成された調査方針に基づき、グローバルベンチマークの調査を実施する

こと。なお、調査状況については、月 1回程度の頻度で事務局メンバーに進捗報告を行

い、適宜指摘等の修正を行い進めることとする。 

（２）グローバルベンチマーク調査の結果に基づく研究成果・波及効果の評価・検証 

 （１）で実施するグローバルベンチマーク調査の結果を基に、インターバース・サービスイ

ンフラに関する研究成果及び波及効果の見込みを評価・検証すること。評価・検証の結果につ

いては、対面又はオンラインでの中間報告会を開催し、ＳＩＰバーチャルのＰＤ、ＳＰＤ、Ｐ

Ｍ、ＮＥＤＯ等と意見交換を実施すること。ただし、中間報告会の時期及び実施方法はＰＤ、

ＳＰＤ、ＰＭと協議して決定したうえで実施すること。 

 その際には、最新の国内外技術・ビジネス動向における現状の研究成果及び波及効果の位置

付けをマッピングしたスライド１～２枚を作成する。 

（３）グローバルベンチマーク調査結果及び課題評価に基づく社会実装に向けた提言 

 グローバルベンチマーク調査の結果に加え、ＳＩＰバーチャルの進捗に基づくＰＤやＳＰＤ、

ＰＭ、ＮＥＤＯ等の方針を踏まえたＳＩＰ第３期におけるサブ課題Ｃの社会実装に必要な方針

や計画、新たな取組に関する提言を取りまとめる。 

 グローバルベンチマーク調査の結果及び取りまとめた提言について、ＳＩＰバーチャルのＰ

ＤやＳＰＤ、ＰＭ、ＮＥＤＯ等と同意の上、２月中下旬に対面又はオンラインにて最終報告会

として報告する。 

 同最終報告会での指摘を反映し、本調査の報告書として、６．に示す期限までに提出する。 

（４）定期的な意見交換の実施 

 （１）～（３）の実施に際し、方針等について定期的に（少なくとも月１回以上）ＳＩＰバ

ーチャルのＰＤやＳＰＤ、ＰＭ、ＮＥＤＯ等と意見交換を実施する。なお、必要な調整につい

ては、ＰＭの指示を仰ぐこと。 

 

４．調査期間 

ＮＥＤＯが指定する日から２０２５年３月２４日まで 

 

５．予算額 

２，０００万円以内 

 

６．報告書 

提出期限：２０２５年３月２４日 

提出部数：ＮＥＤＯプロジェクトマネジメントシステムによる提出 

記載方法：提出に当たっては、以下の URL に掲載している「成果報告書・中間年報の電子ファイル

提出の手引き」に従うこと。 

https://www.nedo.go.jp/itaku-gyomu/houkoku.html 
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７．報告会等の開催 

委託期間中及び委託期間終了後に、成果報告会における報告を依頼することがある。 

以上 


